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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成30年５月10日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成31年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

11,300 650 810 570 235.84

今回修正予想（Ｂ） 12,600 990 1,110 830 341.85

増減額（Ｂ－Ａ） 1,300 340 300 260 

増減率（％） 11.5 52.3 37.0 45.6 

(ご参考)前期実績 

(平成30年３月期) 
11,102 755 980 696 288.51

 

２．平成31年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

10,700 470 780 480 198.60

今回修正予想（Ｂ） 11,600 690 1,020 800 330.22

増減額（Ｂ－Ａ） 900 220 240 320 

増減率（％） 8.4 46.8 30.8 66.7 

(ご参考)前期実績 

(平成30年３月期) 
10,540 590 808 581 240.87
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３．修正の理由 

 平成31年３月期の連結及び個別の通期業績につきましては、売上高は、情報機器関連のハード

ディスクドライブ（ＨＤＤ）用磁気ヘッド基板や自動車関連のＥＶ用接点製品が当初見込みより

も好調に推移しております。 

また、衛生用品関連のＮＴダイカッターも国内、海外ともに顧客の設備投資が堅調に推移して

いることから、当初予想を上回る見込みとなりました。 

 利益面では、下期に業務効率化を目的としたＲＰＡ（Robotic Process Automation）などのシ

ステム関連費用や、設備導入に伴う減価償却費等の増加が見込まれますが、売上高が堅調に推移

していることから当初予想を上回る見込みとなりました。 

 以上により、通期業績の予想を連結、個別ともに修正いたします。 

 なお、当社は、平成30年５月10日に公表した配当予想について修正することといたしました。

詳細は本日（平成30年11月８日）公表の「剰余金の配当（中間配当）および期末配当予想の修

正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


